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○
…
「
予
想
以
上
に
難
航
し
て
い
る
よ
う
だ

な
。
与
党
内
に
も
慎
重
論
が
あ
る
か
ら
野
党
が

勢
い
付
い
て
い
る
」。
政
治
部
О
Ｂ
記
者
が
若

い
記
者
に
話
を
向
け
た
。
臨
時
国
会
で
外
国
人

材
の
受
入
れ
拡
大
を
目
的
と
す
る
出
入
国
管
理

法
（
入
管
法
）
改
正
案
を
め
ぐ
っ
て
野
党
の
攻

勢
が
続
い
て
い
る
。

○
…
「
労
働
力
不
足
を

解
消
す
る
た
め
新
し
い
在

留
資
格
を
創
設
し
て
外
国

人
労
働
者
の
長
期
就
労
を

可
能
に
し
よ
う
と
い
う

の
が
改
正
の
狙
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
特
定
技
能

２
号
で
、
無
期
限
の
在

留
や
家
族
の
呼
び
寄
せ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
野
党
は
〝
実
質
的
に
は
移
民
政
策
だ
〟

と
主
張
し
て
い
ま
す
」
と
野
党
担
当
記
者
が
状

況
を
説
明
し
た
。

○
…
「
安
倍
首
相
は
〝
移
民
政
策
で
は
な
い
〟

と
否
定
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
成
立
し
た
後
、

受
け
入
れ
事
業
の
分
野
や
受
け
入
れ
人
数
な
ど

省
令
で
明
ら
か
に
す
る
方
針
な
ん
で
す
。
そ
れ

に
外
国
人
労
働
者
の
年
金
や
家
族
の
医
療
保
険

を
ど
う
取
り
扱
う
の
か
も
論
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
与
党
議
員
の
中
に
も〝
制
度
の
中
身
を
も
っ

と
明
ら
か
に
し
な
い
と
、
外
国
人
が
日
本
に
来

た
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
〟
と
心
配
す
る
声

も
出
て
い
ま
す
」
と
社
会
部
の
女
性
記
者
が
先

行
き
を
案
じ
た
。（
楢
）

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
安
倍
首
相
が
外
国
人
材
拡
大
を
表
明

 

　
　(

10
月
24
日)

臨
時
国
会
が
開
会

第
１
９
７
回
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
、
安
倍

首
相
は
所
信
表
明
の
中
で
外
国
人
労
働
者
の
受

入
れ
拡
大
を
目
的
と
す
る
出
入
国
管
理
法
（
入

管
法
）
の
改
正
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。
首
相

は
「
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
、
即
戦
力

と
な
る
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
た
め
出
入
国

管
理
法
を
改
正
し
、
就
労
を
目
的
と
し
て
新
し

い
在
留
資
格
を
設
け
る
。
出
入
国
管
理
庁
を
設

置
し
、
受
け
入
れ
企
業
の
監
督
な
ど
に
万
全
を

″
傾
斜
配
分
〟
を
提
案

新
た
な
処
遇
改
善
で
厚
労
省

10
月
31
日
、
第
１
６
３
回
介
護
給
付
費
分
科

会
が
開
か
れ
、
厚
労
省
は
来
年
10
月
予
定
の
消
費

増
税
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る「
更
な
る
処
遇
改
善
」

と
し
て
、
経
験
や
職
種
な
ど
に
応
じ
て
介
護
報
酬

加
算
を
傾
斜
し
て
配
分
す
る
対
応
案
（
新
た
な
処

遇
改
善
加
算
案
）
を
提
示
し
た
。
分
科
会
は
対
応

案
を
軸
に
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
。
傾
斜
配
分
の

方
法
や
算
定
要
件
が
焦
点
と
な
る
。

対
応
案
に
よ
る
と
、
事
業
所
内
で
配
分
す
る

場
合
、「
経
験
・
技
能
の
あ
る
介
護
職
員
」「
他
の

介
護
職
員
」「
そ
の
他
の
職
員
」
の
順
に
傾
斜
し

て
配
分
す
る
と
い
う
。
厚
労
省
は
「
勤
続
10
年
以

上
の
介
護
福
祉
士
へ
の
処
遇
改
善
を
重
点
化
す
る

と
と
も
に
、
他
の
職
種
に
も
配
慮
し
、
柔
軟
な
運

用
に
し
た
ら
ど
う
か
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

厚
労
省
は
算
定
要
件
と
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
や
研
修
体
制
の
構
築
」「
具
体
的
な
取
り
組
み

の
見
え
る
化
」な
ど
を
挙
げ
た
。
委
員
か
ら
は「
離

職
理
由
で
あ
る
人
間
関
係
や
法
人
の
運
営
理
念
、

結
婚
・
出
産
も
要
件
に
加
え
る
べ
き
だ
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
。

政
府
は
消
費
増
税
対
応
や
介
護
離
職
ゼ
ロ
実

現
を
目
指
す
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
中
で
、
勤
続
10
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
の
賃
金

を
月
額
8
万
円
程
度
引
き
上
げ
て
全
産
業
平
均
並

み
と
す
る
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
。
必
要
な
財
源
は

約
２
千
億
円
（
保
険
料
と
公
費
で
折
半
）。
厚
労

省
は
既
存
の
加
算
と
は
別
の
加
算
を
創
設
す
る
。

分
科
会
で
は
介
護
福
祉
士
以
外
へ
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
が
多
数
出
て
い
る
。

（１）

個室ユニット
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1 面　根本厚労相に沖縄大会出席を要請

　　　” 傾斜配分 ” を提案

　　　国政ニュース、こちら傍聴席

2 面　 【特集】全国研修大会 in 沖縄 2018

3 面　 施設紹介【壱ノ町】（宮城）

　　　取組紹介【しょうじゅの里三保】（神奈川）

　　　取組紹介【ニューバード】（神奈川）

　　　30 年度改定要点ゼミ

4 面　介護ニュース・ダイジェスト

　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み

　　　用語解説、今後の予定、便利グッズ

　　　新規入会施設のご紹介

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
）
の
赤
枝
雄
一
会
長
は
10
月
17

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
を
訪
れ
、
根
本
匠
厚
労
相
に
「
第
12
回
全
国
研

修
大
会
in
沖
縄
２
０
１
８
」（
11
月
22
日
～
23
日
）
へ
の
出
席
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

先
進
国
に
ふ
さ
わ
し
い
介
護
福
祉
施
設
と
し
て
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
へ
の
理
解
と
整

備
の
促
進
を
求
め
た
。

根
本
厚
労
相
に
沖
縄
大
会
出
席
を
要
請

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
評
価
・
支
援
求
め
る

赤
枝
会
長
、
根
本
厚
労
相
と
面
談

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
「
移
民
解
禁
？
」

ウ
の
目
タ
カ
の
目

■
沖
縄
大
会
出
席
の
要
請
書
手
渡
す

赤
枝
会
長
は
大
臣
室
で
根
本
厚
労
相
に
「
沖

縄
の
研
修
大
会
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
、要
請
書
を
手
渡
し
た
。
根
本
厚
労
相
は
「
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
て
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

■
先
進
国
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
整
備
を

歓
談
の
中
で
、
赤
枝
会
長
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
意
義
や
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
「
ほ
と
ん
ど
の
国
民
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
、
人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ

て
い
る
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
へ
の
入
所
を
希

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
１
４
０
号
（
10
月
号
）
の
記
事

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
、訂
正
し
ま
す
。

○
１
面
「
国
政
ニ
ュ
ー
ス
」
の
見
出
し
の
「
根
元
氏
」

を
「
根
本
氏
」
に
訂
正
し
ま
す
。

望
し
て
い
る
。
天
井
や
壁
に
隙
間
が
生
じ
て
い
る

よ
う
な
施
設
で
は
尊
厳
を
守
る
こ
と
は
難
し
い
。

経
済
大
国
と
し
て
、
先
進
国
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し

い
日
本
の
福
祉
・
介
護
を
構
築
す
る
た
め
に
国
を

挙
げ
て
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

ま
た
推
進
協
の
要
望
と
し
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

に
対
す
る
介
護
報
酬
上
の
適
切
な
評
価
と
支
援
」

「
低
所
得
者
や
生
活
保
護
受
給
者
が
入
所
で
き
る

支
援
制
度
の
整
備
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
T
、

I
o
T
化
へ
の
助
成
と
人
員
配
置
基
準
の
緩
和
」

な
ど
を
求
め
た
。

沖縄大会への出席要請書を渡す赤枝会長（左）と受け取る根本厚労相（厚労大臣室）

歓談する赤枝会長（左手前）と根本厚労相（同）

尽
く
す
」
な
ど
と
述
べ
た
。

◎
決
議
付
き
で
入
管
法
改
正
案
を
了
承

　
　(

10
月
30
日)

自
民
党
総
務
会

自
民
党
の
総
務
会
は
、
政
府
が
臨
時
国
会

で
の
成
立
を
目
指
し
て
い
る
入
管
法
改
正
案
を

了
承
し
た
。
同
法
案
を
め
ぐ
っ
て
党
の
法
務
部

会
で
は
慎
重
論
が
噴
出
し
、
紛
糾
し
た
。
総
務

会
は
「
日
本
人
の
雇
用
確
保
や
処
遇
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
」
を
政
府
の
基
本
方
針
に
明
示
す

る
こ
と
を
決
議
し
て
了
承
し
た
。
野
党
内
に
は

「（
日
本
が
方
針
転
換
し
て
）
移
民
政
策
を
容
認

す
る
こ
と
に
な
る
」
と
反
対
す
る
声
が
あ
る
。

衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
が
始
ま
る
。

「新処遇改善の考え方」

（注）厚労省の配布資料を基に作成

移民政策だ詳細は
省令で…
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石
島
大
会
長
が
参
加
呼
び
か
け

来
る
11
月
22
日
、
23
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
ま
し
て
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進

協
議
会　

第
12
回
全
国
研
修
大
会
を
沖
縄
の

地
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
ふ
ま
え
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「″
愛
む
す
ぶ
〟

♪
し
あ
わ
せ
探
し
！
～
ゆ
い
ま
ー
る
の
こ
こ

ろ
で
結
ぶ
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
～
」
と
い
た
し
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科
会
、
講
演
会
な
ど
、

皆
様
に
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
な

る
よ
う
、
沖
縄
支
部
の
会
員
施
設
が
一
丸
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
分
科
会
の
講
師
、、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
先
駆
的
な
学
識
者
や
実
践
者
を
お
招
き
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
分
科
会
で
は
会
員
施

設
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
の
実
践
や
人
材
育
成

な
ど
の
研
究
や
取
り
組
み
の
事
例
発
表
の
場

も
設
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
沖
縄
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
沖
縄
支
部
会
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（２）

【
連
載
】
第
８
回

　
　

分 

科 

会

　
第
1
分
科
会　
　
２
F
「
夢
」

《  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム  

》

「
構
築
に
向
け
た
多
職
種
の
協
働
・
連
携
促
進

【
事
例
発
表
施
設
】
縄
文
の
杜
関
原
（
新
潟
）、
ゆ
が

ふ
苑
（
沖
縄
）、
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
（
神
奈
川
）、

岐
南
仙
寿
う
れ
し
野
（
岐
阜
）、
は
ぁ
と
あ
い
ら
ん
ど
豊

崎
（
沖
縄
）、
の
ぞ
み
の
杜
（
長
崎
）

　
第
2
分
科
会　
　
２
F
「
愛
情
」

《 

人
材
育
成 

》

「
人
材
の
確
保
、
育
成
、
定
着
に
向
け
て
」

【
事
例
発
表
施
設
】
ヘ
ル
シ
ー
ハ
イ
ム
（
福
岡
）、サ
ー

ル
・
ナ
ー
ト
（
大
阪
）、
ハ
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
鳳
（
岐
阜
）、

翔
裕
園
（
埼
玉
）、
玄
海
園
（
佐
賀
）、
ジ
ョ
イ
フ
ル
名

駅
（
愛
知
）

　
第
3
分
科
会　
　
２
F
「
熱
意
」

《
　
環
境
支
援
　
》

「
自
律
支
援
に
繋
げ
る
介
護
環
境
の
工
夫
と
実
践
」

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

１
日
目　
　
11
月
22
日
（
木
）

10
時
30
分
～
18
時　

福
祉
機
器
展

11
時
30
分　

受
付

12
時
30
分
～
13
時
20
分　

開
会
式

　
　
　
　

来
賓
挨
拶
、
入
会
10
年
の
施
設
表
彰

　
　
　
　

推
進
協
活
動
報
告

13
時
30
分
～
15
時　

特
別
講
演

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
結
ぶ 

し
あ
わ
せ
探
し
」

15
時
10
分
～
16
時
10
分　

基
調
講
演

「
厚
生
労
働
省
行
政
報
告　

こ
れ
か
ら
の
介
護
施
策
」

　
　
　
　

講
師
：
厚
生
労
働
省　

15
時
30
分
～
18
時
20
分　

分
科
会
・
事
例
発
表

18
時
30
分
～
20
時
30
分　

情
報
交
換
会

2
日
目　
　
11
月
23
日
（
金
）

8
時
～
13
時　

福
祉
機
器
展

8
時
30
分　

受
付

9
時
～
10
時
30
分　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ゆ
い
ま
ー
る
の
こ
こ
ろ
で
結
ぶ
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
」

パ
ネ
リ
ス
ト
：
児
玉
桂
子
氏
、
佐
藤
信
人
氏
、

宮
里
好
一
氏
、
諸
見
里
安
知
氏
、
羽
鳥
訓
秀
氏　
　

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
11
月
22

日
～
23
日
の
2
日
間
、
沖
縄
県
南
城
市
の
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
で
、
第
12
回
全
国
研

修
大
会
in
沖
縄
（
石
島
衛
大
会
長
、
上
里
絹
代
実
行
委
員
長
）
を
開
催
す
る
。
テ
ー
マ

は
「″
愛
む
す
ぶ
〟
し
あ
わ
せ
探
し
♪
～
ゆ
い
ま
ー
る
の
こ
こ
ろ
で
結
ぶ
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

～
」。
記
念
講
演
で
は
藤
田
孝
典
氏
が
「
高
齢
者
が
幸
せ
に
に
な
る
解
決
策
」
を
テ
ー
マ

に
登
壇
す
る
ほ
か
、「
ゆ
い
ま
ー
る
の
こ
こ
ろ
で
結
ぶ
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科
会
、
福
祉
機
器
展
な
ど
多
種
多
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ

れ
て
い
る
。

11
月
22
～
23
日
全
国
大
会
in
沖
縄
開
催

【
事
例
発
表
施
設
】
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保
（
神
奈

川
）、あ
さ
ひ
が
丘
（
愛
知
）、の
で
ら
は
ま
ゆ
う
（
鳥
取
）、

共
生
の
里
津
福
（
福
岡
）、
東
雲
の
丘
（
沖
縄
）、
明
尽

苑
（
千
葉
）

　
第
4
分
科
会　
　
　
１
F
「
未
来
」

《 

認
知
症
ケ
ア 

》

「
認
知
症
の
人
の
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
」

【
事
例
発
表
施
設
】
は
な
の
家
と
む
ろ
（
神
奈
川
）、

こ
こ
ろ
（
福
岡
）、
し
ょ
う
じ
ゅ
美
浜
（
千
葉
）、
さ
つ

ま
の
里
（
千
葉
）、
共
生
の
里
（
福
岡
）、
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
三
保
（
神
奈
川
）

テ
ー
マ

藤
田
孝
典
氏
が
記
念
講
演

「
高
齢
者
が
幸
せ
に
な
る
解
決
策
」

　

10
時
50
分
～
12
時　

記
念
講
演　

　
「
高
齢
者
が
幸
せ
に
な
る
解
決
策
」

12
時
10
分
～
12
時
40
分　

閉
会
式

講師：藤田孝典氏
NPO 法人ほっとプラス代表

講師：羽鳥訓秀氏
一般社団法人おきなわ  

介護福祉研究所代表

講師：諸見里 安知氏
学校法人大庭学園

ソーシャルワーク専門学校校長

講師：宮里 好一氏
医療法人タピック理事長

講師：児玉 桂子氏
日本社会事業大学名誉教授

ケアと環境研究所代表 

第 3 分科会

メインホール
（講演、情報交換会）

第 1 分科会
第 2 分科会

石島衛大会長
憲章会理事長

座長：尾島朱美氏
関東福祉専門学校

校長

【アクセス】
〇車をご利用の場合：那覇空港より約 40 分（国道
332 号線、330 号線、県道 137 号線経由）又は約
35 分（豊見城東道路・那覇空港自動車道（無料区間）
経由）南風原南 IC より約 15 分
〇バスをご利用の場合：那覇バスターミナル　ゆい
レール旭橋駅前より沖縄バス（系統 39 番百名行き・
系統 41 番つきしろの街行き）で約 60 分　休暇セン
ター入口バス停より徒歩 6 分
※ 1 日 5 便程度、敷地内経由のバスあり
　（玄関前下車：徒歩 0 分）

特　集　
第 12 回全国研修大会 

in 沖縄 2018

講師：佐藤信人氏
認知症介護研究・研修東
京センター副センター長

第12回　全国研修大会
  　in  沖縄  2018

お申込みは WEB から http://suishinkyo.net
お問合せは沖縄支部（TEL：098-946-2051 ）へ

11/22（木）～23（金）

会場：ユインチホテル南城 住所：沖縄県南城市佐敷字新里 1688
TEL：098-947-0111

第 4 分科会
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【
法
人
と
施
設
の
紹
介
】

「
萩
の
里
」
は
、
塩
釜
市
を
中

心
と
し
た
有
志
に
よ
り
申
請
を
行

い
、
平
成
16
年
8
月
に
宮
城
県
知

事
の
認
可
を
得
て
設
立
し
、
今
年

で
、
法
人
創
立
14
年
を
迎
え
ま
し

た
。
25
年
に
は
利
府
町
赤
沼
（
松

島
海
岸
Ｉ
．
Ｃ
か
ら
車
で
3
分
）

の
地
に
「
壱
ノ
町
」
を
開
所
し
ま

し
た
。
阿
部
仁
美
理
事
長
（
統
括

施
設
長
を
兼
務
）
は
地
域
に
開
か

れ
た
高
齢
者
施
設
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
で
設
計
の
段
階
か
ら
関

わ
り
、『
私
の
「
い
ち
ば
ん
」
が

見
つ
か
る
町
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て「
壱
ノ
町
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
施
設

施
設
に
は
地
域
の
皆
様
が
自

由
に
利
用
い
た
だ
け
る
レ
ス
ト
ラ

ン
カ
フ
ェ
や
美
容
室
、
図
書
コ
ー

ナ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
「
ヴ
ェ

ル
ド
ゥ
ー
ラ
」
は
本
格
的
な
イ
タ

リ
ア
ン
の
シ
ェ
フ
に
店
舗
を
無
償

で
提
供
し
、
運
営
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
道
路
側
か
ら
も
入
店
で

き
、
入
居
者
や
ご
家
族
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
皆
様
が
多
く
訪
れ
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
待
つ
人
が
出
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。
特
に
前

菜
3
種
、
サ
ラ
ダ
、
パ
ス
タ
又
は

ピ
ザ
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
が
好
評
で
す
。

美
容
室
「R by dream

」　

も

レ
ス
ト
ラ
ン
同
様
に
、
美
容
師
に

店
舗
を
無
償
で
提
供
し
、
運
営
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
は
子
ど
も
た

ち
が
宿
題
を
し
た
り
、
本
を
読
ん

だ
り
す
る
集
い
の
場
と
な
っ
て
い

て
、
特
に
夏
休
み
は
多
く
の
子
ど

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
美
術
品
を
展
示

訪
れ
る
皆
様
に
美
し
い
も
の
や

本
格
的
な
も
の
に
触
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
美

術
品
を
展
示
し
、
売
店
で
は
地
域

の
方
の
工
芸
品
の
展
示
販
売
を
し

て
い
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
付
き
の
家
族
室

遠
方
か
ら
訪
れ
る
ご
家
族
が

ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
、
キ
ッ
チ
ン
付
き
の
家
族

の
宿
泊
室
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

変
則
勤
務
を
導
入

地
方
で
多
く
の
人
材
を
確
保
す

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
、
施
設
に
は
人
手
が
多
く

必
要
な
時
間
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
朝
食
、
夕
食
の
人
手
の
い

る
時
間
帯
に
人
を
手
厚
く
配
置
で

き
る
よ
う
、
昼
間
の
休
憩
時
間
を

4
時
間
設
定
す
る
と
い
っ
た
変
則

勤
務
を
導
入
し
ま
し
た
。
変
則
勤

務
に
応
じ
て
く
れ
る
職
員
に
は
1

日
当
た
り
2
千
円
の
手
当
て
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
家
が
近
い
主
婦

の
人
に
と
っ
て
は
、
昼
時
に
自
宅

で
家
事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
上
に
、
給
与
も
増
え
る
の
で
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

【
阿
部
理
事
長
か
ら
】

私
は
歯
科
医
師
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
入
居
者
の
方
に
最
期
ま
で

口
か
ら
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
日
頃
か
ら
の
口
腔
ケ
ア
や

食
事
形
態
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
施
設
ら
し
く
な
い
施
設
、
地

域
の
方
々
が
集
ま
る
施
設
、
入
居

者
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
暮
ら
せ

る
施
設
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（3）

宮城県

〒 981-0101  宮城県宮城郡利府町赤沼字大貝 93 番地 1　TEL.022-356-5001（代表）　FAX.022-356-5011　
ユニット型 100 床、ショートステイ 20 床

社会福祉法人 萩の里
高齢者福祉複合施設

ニューバード（神奈川）
施設長：大和田竜太

いきが
い倶楽

部

「でき
ない」

と

決めつ
けない

事が大
切！

　
　
社
会
的
妥
当
性
と
は

立
場
に
よ
っ
て
賛
否
両
論

強
制
加
入
の
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
、
制

度
や
報
酬
の
妥
当
性
は
、
そ
の
置
か
れ
た
立
場

に
よ
っ
て
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
と

お
り
、
社
会
保
障
制
度
は
保
険
、
税
金
、
利
用

者
負
担
（
応
益
負
担
や
応
能
負
担
）
を
財
源
と

し
、
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
利
用
者
負
担
の
公
平
性
、
平
等
性

利
用
者
負
担
額
に
は
、
利
用
者
の
世
代
や

世
帯
の
主
た
る
収
入
の
内
訳
等
も
加
味
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
特
養
で
は
、
第
一
段
階
と

第
四
段
階
の
方
が
同
じ
食
事
を
召
し
上
が
っ
て

も
、
負
担
す
る
食
費
は
同
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
介
護
三
施
設
で
は
、

入
居
者
の
食
事
に
お
い
て
、
完
全
契
約
で
あ
っ

た
り
補
足
給
付
が
あ
っ
た
り
と
、
仕
組
み
は

異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
保

険
料
を
負
担
し
続
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
負
担
す

る
期
間
は
短
く
と
も
長
期
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険
制
度
に

お
い
て
公
平
か
平
等
か
論
じ
る
と
そ
の
答
え
は

置
か
れ
て
い
る
立
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◎
判
断
し
や
す
い
シ
ン
プ
ル
な
制
度
を

視
点
を
変
え
て
更
に
論
じ
る
と
、
高
福
祉
高

負
担
を
望
む
立
場
も
あ
れ
ば
、
低
福
祉
低
負
担

を
望
む
立
場
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
国
家
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
歳
入
と
歳
出
や
経
済
成
長
、
ま

た
、
そ
の
基
礎
な
る
も
の
と
し
て
、
労
働
人
口

の
推
移
や
産
業
若
し
く
は
国
民
一
人
あ
た
り
の

生
産
性
な
ど
と
も
関
係
が
深
く
な
り
ま
す
。
複

雑
す
ぎ
て
何
が
妥
当
な
の
か
国
民
が
判
断
で
き

な
い
状
況
で
す
。

介
護
保
険
制
度
だ
け
で
も
、
制
度
や
基
本
報

酬
、
加
算
な
ど
を
理
解
し
て
説
明
す
る
の
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
て
年
金
制

度
や
医
療
保
険
制
度
と
ま
す
ま
す
理
解
が
難
し

い
状
況
で
す
。
専
門
家
に
よ
る
諮
問
は
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
負
担
す
る
国
民
に
は
「
難

し
過
ぎ
て
ね
…
」
と
嘆
き
の
声
ば
か
り
が
目
立

ち
ま
す
。
行
政
の
継
続
性
は
重
要
で
は
あ
り
ま

す
が
、
シ
ン
プ
ル
な
制
度
が
望
ま
れ
ま
す
。

30
年
度
改
定

　
　
要
点
ゼ
ミ

【
連
載
】
第
８
回

（
介
護
保
険
委
員
長 

      

　
　
　
藤
村 

二
朗 
）   

お洒落に盛り付けられた
前菜 3 種とサラダ 美容室とレストランの奥に見えるのが施設

阿部理事長

3 才から始めたピアノを
手芸の部屋で演奏

和気あいあいとかばんを作成中 スタッフがやさしくサポート ネイルの
仕上がりに満足！

お出かけ前のＴさん
セミパブリックを大改造

サロンの完成！

お洒落をして
中華街へお出かけ

施設入り口近くにある図書コーナー正面入口

家族室

パブリックスペース

施設内の通路

社会福祉法人 兼愛会 社会福祉法人 近代老人福祉協会
しょうじゅの里三保（神奈川）

施設長：赤枝眞紀子

～ 馴染みの顔と、安心して暮らす「老人ホームらしくない老人ホーム」 ～

私の「いちばん」が見つかる町

壱ノ町

地域の方の工芸品を販売

しょうじゅの里三保には、入居者様やデイサービス、ショー
トステイの利用者様が趣味を継続できる時間と場所を提供する

『いきがい倶楽部』があります。今回は、絵手紙と手芸をご紹介
します。

最初はできないと思っていた方が、少しずつできるようになっ
て表情が明るくなったり、心細そうにされていた方が趣味を通
じて仲間ができて楽しそうに過ごされています。

スタッフが、齢だから、認知症だから、指が思うように動か
ないから…と理由をつけて『できない』と決めつけないことが、

大切だと思っています。（いきがい倶楽部：遠藤きぬゑ、高橋由美子）

2 時間で絵手紙が
2 枚完成！

熱心に筆を動かし絵手紙を作成
時間があっという間に過ぎていきます

フもユニットの垣根を越えて集まるようになりました。手持ち無沙汰だったＴさんも今
では大忙し。先日は、お友達やご家族・スタッフと共に念願だった中華街へ…お出かけ
前は、洋服選びにお化粧、そして揃いのネイル（ハロウィン仕様！）女子力の高さと行
動力に只々脱帽です…。（副施設長：菊池威人）

セミパ
ブリッ

クを

美の空
間に

女子力
に脱帽

今、ニューバードでは女子会がブームです。きっ
かけは、あるご入居者とリーダーの何気ないやり
とりから。手持ち無沙汰のＴさんに、「塗ってみ
る？」とネイルを試すと大絶賛。「私も！私も！」
の声を受け、今度はセミパブリックを大改造。と
んとん拍子で SALON(Nail & Cafe) のアクティビ
ティが始まりました。一番の変化は、一度も交わ
る事のなかった人同士の交流。ご入居者もスタッ
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
上
限
超
過
分
は
不
支
給

（
10
月
１
日
）
福
祉
用
具
貸
与

福
祉
用
具
の
貸
与
価
格
が
上
限
額
を
超
え
た
場

合
、
超
え
た
分
は
介
護
保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
制
度
が
始
ま
っ
た
。

■
根
本
厚
労
相
が
就
任
会
見

（
10
月
２
日
）
少
子
高
齢
化
対
策
に
意
欲

根
本
匠
厚
生
労
働
相
は
就
任
後
初
の
記
者
会
見

で
首
相
か
ら
「
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化
し
て
ほ
し
い
」
と
指
示
さ
れ

た
。
国
難
と
も
呼
ぶ
べ
き
少
子
高
齢
化
に
真
正
面

か
ら
立
ち
向
か
う
な
ど
と
述
べ
た
。

■
30
年
度
の
調
査
票
を
了
承

（
10
月
３
日
）
介
護
報
酬
検
証
・
研
究
委

介
護
給
付
費
分
科
会
の
介
護
報
酬
検
証
・
研
究

委
員
会
は
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
調
査
票
案

（
７
項
目
）
を
了
承
し
、
分
科
会
に
報
告
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
来
年
３
月
末
ま
で
に
調
査
結
果
を

分
科
会
に
報
告
す
る
。
調
査
項
目
（
目
的
）
は
①

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
（
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加

算
）
②
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
（
見
守
り
機
器
導

入
と
夜
勤
職
員
配
置
加
算
見
直
し
）
③
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
・
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
実
態（
ケ

ア
マ
ネ
業
務
の
実
態
）④
福
祉
用
具
貸
与
価
格（
全

国
平
均
貸
与
価
格
と
上
限
設
定
）
⑤
介
護
医
療
院

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
実
態
⑥
特
養
に
お
け
る
安
全
・

衛
生
管
理
体
制
の
在
り
方
（
介
護
事
故
対
応
）
⑦

老
健
施
設
に
お
け
る
安
全
・
衛
生
管
理
体
制
の
在

り
方
（
同
）。

■
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
手
引
き

（
10
月
９
日
）
頻
繁
回
数
の
自
制
促
す

厚
労
省
は
「
統
計
的
に
み
て
通
常
よ
り
か
け
離

れ
た
回
数
の
生
活
援
助
中
心
型
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
」
の
手
引
き
を
地
方
自
治
委
に
連
絡
し
た
。
か

け
離
れ
た
回
数
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
る
場

合
の
考
え
方
や
事
例
（
５
例
）
を
盛
り
込
ん
だ
。

地
域
ケ
ア
個
別
会
議
の
進
め
方
や
専
門
職
の
役
割

な
ど
を
ガ
イ
ド
・
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
一
方
、

利
用
者
や
事
業
者
の
強
い
反
発
に
も
配
慮
し
、
通

知
に
「
利
用
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
付
記

し
た
。

■
「
客
観
的
な
検
証
」
を
要
求

（
10
月
９
日
）
財
政
審

財
政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
相
の
諮
問
機
関
）

は
社
会
保
障
制
度
改
革
の
具
体
策
を
提
案
し
た
。

介
護
関
係
で
は
「
介
護
報
酬
改
定
の
た
び
に
加
算

が
創
設
・
拡
大
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
「
個
々
の

効
果
に
つ
い
て
の
客
観
的
な
検
証
が
不
十
分
」
と

批
判
。
加
算
の
整
理
や
統
合
を
要
求
。
ま
た
厚
労

省
の
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
の
精
度
を
高
め
る

よ
う
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、「
要
介
護
１
、２
に
対
す
る
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
等
の
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
」「
介

護
の
地
域
差
の
適
正
化
」「
老
健
施
設
、
介
護
医

療
院
、
介
護
療
養
型
医
療
病
床
の
多
床
室
の
室
料

見
直
し
」「
介
護
事
業
の
統
合
・
再
編
」「
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
o
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向

上
」「
自
己
負
担
の
原
則
２
割
」な
ど
も
要
求
し
た
。

■
新
在
留
資
格
の
骨
子
案
を
了
承

（
10
月
12
日
）
関
係
閣
議

政
府
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
来
年
４

月
か
ら
拡
大
す
る
た
め
の
新
し
い
在
留
資
格
制
度

の
骨
子
案
を
関
係
閣
僚
会
議
で
了
承
し
た
。
出
入

国
管
理
法
な
ど
の
改
正
案
を
臨
時
国
会
に
提
出
す

る
。
骨
子
案
に
よ
る
と
、
一
定
の
技
能
水
準
や
日

本
語
能
力
の
あ
る
外
国
人
の
在
留
資
格
に
新
た
に

「
特
定
技
能
」
を
設
置
し
、
対
象
職
種
を
介
護
、

建
設
、
農
業
な
ど
に
も
広
げ
る
。「
特
定
技
能
」

は
「
１
号
」（
滞
在
期
間
は
最
長
５
年
）
と
、
熟

練
し
た
「
２
号
」（
長
期
滞
在
や
家
族
の
呼
び
寄

せ
が
可
能
）の
２
区
分
と
す
る
。「
１
号
」か
ら「
２

号
」
に
な
る
に
は
技
能
と
日
本
語
能
力
の
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
が
原
則
必
要
と
し
た
。

■
推
進
協
が
消
費
増
税
で
意
見
陳
述

（
10
月
15
日
）
給
付
費
分
科
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

第
１
６
２
回
介
護
給
付
費
分
科
会
の
消
費
増
税

に
関
す
る
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
議
題
１
）
で
推
進

協
の
藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長
は
「
食
費
・
居

住
費
の
見
直
し
」
と
「
施
設
負
担
分
の
介
護
報
酬

引
き
上
げ
対
応
」
を
求
め
た
＝
10
月
号
に
詳
細
を
掲
載
。

（
議
題
２
）
介
護
人
材
の
処
遇
改
善　

厚
労
省
は

ベ
テ
ラ
ン
介
護
職
員
に
対
す
る
処
遇
改
善
に
つ
い

て
「
現
行
の
処
遇
改
善
加
算
と
は
別
の
加
算
で
対

応
す
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
介
護
職
以
外
の

職
員
へ
の
処
遇
改
善
に
配
慮
す
る
。（
議
題
３
）

30
年
度
改
定
の
効
果
検
証
の
調
査
票
案　
「
褥
瘡

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」「
介
護

事
故
」
な
ど
の
７
項
目
の
各
調
査
票
案
を
了
承
。

■
来
年
10
月
引
き
上
げ
を
表
明

（
10
月
15
日
）
消
費
増
税
で
安
倍
首
相

安
倍
首
相
は
政
府
の
臨
時　

閣
議
で
消
費
税
率

引
き
上
げ
（
８
％
→
10
％
）
を
、
予
定
通
り
、
来

年
10
月
1
日
に
実
施
す
る
と
表
明
。
消
費
増
税
対

策
に
全
力
を
挙
げ
て
対
応
す
る
よ
う
関
係
閣
僚
に

指
示
し
た
。
対
策
は
①
31
年
度
と
32
年
度
の
政
府

予
算
で
特
別
措
置
を
実
施
②
軽
減
税
率
の
導
入
③

３
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
の
支
援
④
幼
児
教
育
の
無

償
化
─
な
ど
が
柱
。　

■
Ｉ
Т
補
助
金
の
活
用
呼
び
掛
け

（
10
月
16
日
）
29
年
度
補
正
予
算
事
業

厚
労
省
は
介
護
事
業
者
が
「
Ｉ
Т
ツ
ー
ル
導
入

補
助
金
」
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
都
道
府
県

に
事
務
連
絡
し
た
。
生
産
性
向
上
を
目
的
と
す
る

経
産
省
の
29
年
度
補
正
予
算
事
業
で
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
や
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
な
ど
の
Ｉ
Т
ツ
ー
ル
が

対
象
。
補
助
額
は
上
限
50
万
円
、
下
限
15
万
円
、

補
助
率
２
分
の
１
以
下
。
今
回
は
３
次
募
集
で
応

募
締
め
切
り
は
11
月
19
日
の
予
定
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
点
検
促
す

（
10
月
19
日
）
大
災
害
の
備
え

厚
労
省
は
社
会
福
祉
施
設
等
が
自
然
災
害
に
備

え
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
点
検
す
る
よ
う
都
道
府
県

な
ど
に
連
絡
し
た
。
豪
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
で

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
万
全
を
期
す
よ
う
促
し
て
い
る
。

■
厚
労
省
が
改
革
本
部
を
開
設

（
10
月
22
日
）
２
０
４
０
年
展
望

厚
労
省
の
「
２
０
４
０
年
を
展
望
し
た
社
会
保

障
・
働
き
方
改
革
本
部
」が
発
足
し
た
。
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
が
65
歳
を
迎
え
始
め
る
40
年
を
見
据
え
、
医

療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
向
上
や
健
康
寿
命

の
延
伸
、社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
、

多
様
な
就
労
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
施
策
を
推
進

す
る
。

■
「
全
世
代
型
」
の
論
議
を
開
始　

（
10
月
22
日
）
未
来
投
資
会
議

政
府
の
未
来
投
資
会
議
が
開
か
れ
、
安
倍
首
相

は
介
護
事
業
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置

を
大
幅
に
増
や
す
な
ど
し
て
生
産
性
の
向
上
を
促

す
。
次
の
介
護
報
酬
改
定
で
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

措
置
の
強
化
」
を
推
進
す
る
。

■
３
年
後
、
約
４
割
が
離
職　

（
10
月
23
日
）
医
療
、
福
祉
の
大
卒
者

厚
労
省
が
昨
年
３
月
に
卒
業
し
た
新
卒
就
職
者

を
対
象
に
３
年
以
内
の
離
職
状
況
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
大
卒
者
の
約
３
割
（
31
・
８
％
）、
高
卒
者

の
４
割
（
39
・
３
％
）
が
３
年
以
内
に
離
職
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
産
業
別
で
は
、「
医
療
、

福
祉
」
は
そ
れ
ぞ
れ
37
・
８
％
、
47
・
０
％
で
、

と
も
に
全
産
業
平
均
の
離
職
率
を
上
回
っ
た
。

■
一
体
化
の
論
点
を
整
理

（
10
月
24
日
）
有
識
者
会
議

高
齢
者
保
健
事
業
と
介
護
予
防
一
体
化
に
向
け

て
医
療
と
介
護
保
険
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
備
群
を
把
握
し
、
健

康
相
談
や
社
会
参
加
を
呼
び
掛
け
る
─
な
ど
の
論

点
を
整
理
し
た
。

■
入
管
法
改
正
案
の
提
出
を
表
明

（
10
月
24
日
）
臨
時
国
会
で
安
倍
首
相

安
倍
首
相
は
臨
時
国
会
の
所
信
表
明
の
中
で
、

即
戦
力
と
な
る
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
拡
大

す
る
た
め
会
期
中
に
出
入
国
管
理
法
改
正
案
を
提

出
す
る
考
え
を
示
し
た
。
会
期
は
12
月
10
日
ま
で

48
日
間
。

■
介
護
デ
ー
タ
連
結
の
方
向
性
を
確
認

（
10
月
25
日
）
有
識
者
会
議

厚
労
省
の
「
医
療
・
介
護
デ
ー
タ
等
解
析
基
盤

に
関
す
る
有
識
者
会
議
」は
、医
療
と
介
護
の
デ
ー

タ
を
連
結
し
て
有
効
利
用
す
る
上
で
「
研
究
者
へ

の
情
報
提
供
は
国
が
効
率
的
に
審
査
す
る
」「
実

費
は
利
用
者
負
担
と
す
る
」
な
ど
の
方
向
性
を
確

認
し
、
次
回
、
意
見
集
約
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

■
入
管
法
改
正
案
を
了
承

（
10
月
30
日
）
自
民
党
総
務
会

自
民
党
の
総
務
会
は
政
府
が
臨
時
国
会
に
提
案

を
予
定
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大

を
目
的
と
す
る
入
管
法
改
正
案
を
了
承
し
た
。
決

議
と
し
て
「
日
本
人
の
雇
用
や
処
遇
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
」
を
基
本
方
針
に
明
示
す
る
こ
と
を
政

府
に
求
め
て
い
る
。

■
傾
斜
配
分
で
処
遇
改
善

（
10
月
31
日
）
介
護
給
付
費
分
科
会

第
１
６
３
回
介
護
給
付
費
分
科
会
で
、
厚
労
省

は
更
な
る
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
対
応
策
と
し

て
、
加
算
の
配
分
を
①
技
能
・
経
験
の
あ
る
介
護

職
員
（
原
則
、
勤
続
10
年
以
上
）
②
他
の
介
護
職

員
③
そ
の
他
の
順
に
一
定
の
傾
斜
を
設
け
て
配
分

す
る
。
④
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
研
修
体
制
の
構
築
な

ど
を
要
件
と
す
る
─
を
提
示
し
た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク

【
今
月
の
相
談
内
容
】

職
員
が
他
の
施
設
で
就
業
し
た
い
と
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
の
届
出
を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
就

業
規
則
で
は
許
可
制
と
し
て
い
ま
す
が
、今
後
、

働
き
方
改
革
関
連
に
お
い
て
は
、
厚
労
省
の
モ

デ
ル
就
業
規
則
に
則
っ
た
届
け
出
制
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

◎
モ
デ
ル
で
は
な
く
許
可
制
の
ま
ま
で

厚
労
省
の
モ
デ
ル
就
業
規
則
は
使
用
せ
ず

に
、
許
可
制
の
ま
ま
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。
厚

労
省
も
「
…
あ
く
ま
で
モ
デ
ル
例
で
あ
り
、
就

業
規
則
の
内
容
は
事
業
場
の
実
態
に
合
っ
た
も

の
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。

◎
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
　
４
つ
の
課
題

政
府
、
働
き
方
改
革
の
一
環
に
よ
り
、
平
成

30
年
1
月
に
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
Q
＆
A
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
に
は
以
下
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。①

労
働
時
間
管
理
…
施
設
で
8
時
間
勤
務
し

た
の
ち
、
他
の
事
業
所
で
勤
務
す
る
場
合
、
他

の
事
業
所
側
で
割
増
賃
金
を
計
算
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
逆
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
週
及
び
月
に
お
い
て
も
双
方
で
確
認
す
る

必
要
が
で
て
き
ま
す
。

②
労
働
災
害
（
補
償
）
…
施
設
か
ら
他
事
業

所
へ
の
移
動
に
か
か
る
通
勤
災
害
を
除
き
、
災

害
補
償
は
発
生
し
た
就
業
先
の
賃
金
分
の
み
が

給
付
の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。
休
業
す
る
場

合
、
両
社
か
ら
の
賃
金
合
計
が
基
礎
と
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
雇
用
保
険
…
生
計
を
維
持
す
る
に
必
要
な

主
た
る
賃
金
を
受
け
る
雇
用
関
係
の
み
に
し
か

被
保
険
者
と
な
り
ま
せ
ん
。
失
業
時
に
も
②
と

同
様
の
こ
と
が
発
生
し
ま
す
。

④
社
会
保
険
…
両
社
で
そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険

者
と
な
る
要
件
を
満
た
し
た
場
合
（
各
30
時
間

以
上
で
60
時
間
）、
報
酬
月
額
を
合
算
し
、
標

準
報
酬
月
額
を
算
定
し
保
険
料
を
決
定
し
、
両

社
で
按
分
し
た
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
事
業
所
ご
と
に
判
断
さ
れ
る
た

め
、
両
社
を
あ
わ
せ
て
適
用
要
件
を
満
た
し
た

と
し
て
も
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
、
職
員
様
に
説
明
し

た
上
、
許
可
制
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

 （
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
）

10
月
1
日
～
10
月
31
日

根
本
厚
労
相
に
沖
縄
大
会
出
席
を
要
請

【
用
語
解
説
】

褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算

出
入
国
管
理
庁

30
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
、
特
養
（
地

域
密
着
型
含
む
）
と
老
健
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評

価
と
し
て
、
新
設
さ
れ
た
加
算
。
褥
瘡
予
防

の
た
め
に
、
褥
瘡
の
発
生
と
関
連
の
強
い
項

目
に
つ
い
て
定
期
的
な
評
価
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
計
画
的
に
管
理
す
る
こ
と

で
、
リ
ス
ク
の
高
低
も
し
く
は
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
10
単
位
（
月
）
を
全
利
用
者
に
算
定

で
き
る
。
10
月
か
ら
介
護
報
酬
検
証
・
研
究

委
員
会
に
よ
り
、
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
状
況
や
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
に
関
す

る
状
況 

な
ど
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
外
国
人
材
受
け
入
れ
な
ど
に
向

け
、
政
府
が
法
務
省
の
入
国
管
理
局
を
庁
に

格
上
げ
し
、
来
年
4
月
に
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。
現
在
、
受
け
入
れ
後
の
悪
質
な
紹
介

業
者
の
存
在
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

出
入
国
に
関
す
る
事
務
や
不
法
在
留
の
取
り

締
ま
り
や
在
留
外
国
人
の
生
活
環
境
整
備
な

ど
、
受
け
入
れ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
管

理
を
充
実
さ
せ
て
い
く
役
割
を
担
う
。
政
府

は
開
会
中
の
臨
時
国
会
で
出
入
管
理
法
改
正

案
を
可
決
、
成
立
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

◇
今
後
の
予
定
◇

◇
使
っ
て
納
得
！
便
利
グ
ッ
ズ
◇

◇
事
務
局
か
ら
◇

　
　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

　
◎
第
3
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
福
岡　
　
1
月
9
日
（
水
）
～
10
日
（
木
）

　
　
名
古
屋　
1
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

　
　
東
京　
　
1
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

　
◎
第
2
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

　
　
東
京　
　
2
月
6
日
（
水
）
～
8
日
（
金
）

　
　
理
事
会

　
◎
第
3
回
理
事
会　
３
月
15
日
（
金
）

推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
11
月
号
が
届
い
て
か
ら
約

1
週
間
後
、
沖
縄
で
全
国
研
修
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
人
材
不
足
の
折
、
職
員
を
研
修
に
出

す
こ
と
が
厳
し
い
状
況
と
存
じ
ま
す
が
、
追
加

で
お
申
込
み
い
た
だ
く
な
ど
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
申
込
み
は
前

日
ま
で
承
っ
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
な
し
で

も
当
日
の
ご
参
加
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

特
養 

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
小
野

支
部
名　

神
奈
川
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人 

兼
愛
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

赤
枝 

雄
一

施
設
代
表
者　

施
設
長　

薄
井
裕
二

住
所   

〒
２
３
0
‐
０
０
４
７

　

横
浜
市
鶴
見
区
下
野
谷
町
４
‐
145
‐
18

電
話　

0
４
５
（
５
２
１
）
8
8
1
8

◆ 

介
護
老
人
福
祉
施
設  

ケ
ア
ホ
ー
ム
三
浦

支
部
名　

神
奈
川
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人 

せ
い
ざ
ん
福
祉
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

武
久 

洋
三

施
設
代
表
者　

施
設
長　

青
野 

真
也

住
所   

〒
２
３
８
‐
０
１
１
１

　

三
浦
市
初
声
町
下
宮
田
３
５
１
６
‐
1

電
話　

0
４
６
（
８
８
８
）
５
8
７
７

◎
入
会
施
設
の
ご
紹
介
◎

我
が
家
の
85
歳
に
な
る
母
の
部
屋
の
テ

レ
ビ
の
音
量
が
大
き
す

ぎ
て
、
困
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、「
お

手
元
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー

カ
ー
」
を
購
入
し
た
と

こ
ろ
、
こ
ん
な
小
音
で

聞
こ
え
て
い
る
の
か
と

思
う
ほ
ど
の
音
量
で
聞

き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
値
段
以

上
の
効
果
に
大
満
足
の
便
利
グ
ッ
ズ
で
す
。

各
種
メ
ー
カ
ー
が
お
手
元
テ
レ
ビ
ス

ピ
ー
カ
ー
を
約
5
千
円
～
2
万
円
程
度
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
有

線
と
無
線
の
２
タ
イ
プ

が
あ
り
、
無
線
の
方
が

テ
レ
ビ
と
ス
ピ
ー
カ
ー

を
コ
ー
ド
で
つ
な
ぐ
必

要
が
な
い
の
で
便
利
で

す
が
、
値
段
は
や
や
高
め
で
す
。

福
祉
施
設
で
も
活
用
し
て
み
て
は

テ
レ
ビ
が
数
台
置
い
て
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト

内
に
も
お
す
す
め
で
す
。
お
互
い
に
気
兼
ね

な
く
適
切
な
音
量
で
テ
レ
ビ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。（
山
）

お
手
元
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー
カ
ー

横幅 19cm でコンパクト


